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要約

ASPT那珂川の淡水域と河口域について底生動物の調査を実施し，環境評価を行った．淡水域は

値法，簡易水質調査法および 値法，河口域は 値法を用いた．IBI DI

値による淡水域の評価を見ると，上流域から下流域に下るに連れて次第に低下し， ～ASPT 8.00

であった．簡易水質調査法では上流域は水質階級Ⅰ「きれいな水」，中流域は水質階級Ⅰ～4.25

Ⅲ「きれいな水」から「きたない水」，下流域は水質Ⅱ～Ⅲ「少しきたない水」から「きたない

水」と評価された．また 値は上流域は ，中流域は ～ ，下流域IBI EX(Excellent) EX(Excellent) P(Poor)

は と評価された．P(Poor)

年の前回の調査結果と比較すると上流域の評価に変化はなかった．1999

中流域は 値，簡易水質調査法の評価はやや下がり， 値は中流域 地点 荻原橋 で高くなASPT IBI 1 ( )

った．

河口域の 値は上流側が ～ ，中流側が ，下流側が ～ であった．DI 1.95 1.34 0.95 0.98 0.76

年と比較すると上流側は高くなったが中流側および下流側は大きな変化は見られなかった．1994

：那珂川 ，底生動物 ， ，Key words Naka River Bottom fauna ASPT Average score per taxon

IBI Index of Biological Integrity DI Diversity index， 値（多様性指数）

は じ め にⅠ

当所では従来より市内に流入する河川の底生動物調査

を実施し，これを用いた環境評価と水質･底泥の検査を行

っている． 年は市の中央に位置する那珂川について，2004

淡水域と河口域の調査した．

なお淡水域は 値法，簡易水質調査法および 値ASPT IBI

法を用い，河口域はＤ 値をもちいて評価した．この結I

果を報告する．

調査内容Ⅱ

1．調査地点および調査方法

）淡水域1
淡水域は 年 月 日に，上流域の大野橋，中ノ島2004 4 15

公園，中流域の荻原橋，現人橋警弥郷橋，下流域の番,

托堰下の 地点 月 日は 月の調査地点に中流域の轟橋6 ,10 1 4

を加えた 地点で採取した 図１ ．採取方法は環境省に7 ( )

よるキック・スイ－プ法で行ない，ネットに入った底生

動物を サンプル容器に入れ直ちに エチルアル250ml 80%

コールで固定した．各地点につき２試料ずつ採取し，同

時に河川水も採水した．

）河口域2
河口域は 年 月 日と 月 日に，河口の上流側2004 7 30 12 13
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図 那珂川淡水域底生生物調査地点1

図 那珂川河口域調査地点2

( ) ( ) ( )百年橋右岸 ，中流側 住吉橋右岸 ，下流側 西大橋左岸

の 地点で採取した 図 ．採取は干潮時のできるだけ水3 ( 2)

際とし，各地点につき２試料ずつ内径 の円筒で深5.5cm

さ までの砂泥を採取した．10cm

2．検査と評価

1) 検査

採取した試料は泥や夾雑物を除き底生動物を取り出し

実体顕微鏡下で種類を同定し，計数を行った．河川水に

ついてはｐ ， ， ， ， ， を，底泥につH DO BOD SS T-N T-P

いては含水率，強熱減量， ，硫化物， ， にCOD T-N T-P

ついて検査した．

2) 淡水域の評価

種類の同定と計数して得られた結果より，次の評価値

を算出した．

(1) ( verage score per taxon)ASPT値 Ａ

環境庁水質保全局，大型底生動物による河川水域環境

評価のための調査マニュアルにより，水質状況に周辺環

境も合わせた総合的河川環境を表すものでスコアーを用

いて計算する．生物の科ごとに決められたスコアーが１

～ まであり に近いほど清澄な水域である．検出され10 10

た生物科のスコアー値を合計し，その値を検出した科の

総数で割ったもので次式に示される．

＝Σ ｉ／ｎASPT S

ただし， ｉ：ｉ番目の生物種のスコアーS

ｎ：検出した科の総数

簡易水質測定調査法(2)
環境省水環境部，国土交通省河川局編集，日本水環境

学会発行の「川の生きものを調べよう」により，水生生

物による水質判定を行うもので水質階級をきれいな水か

ら大変汚い水まで Ⅰ～Ⅳ 段階に分ける手法である．( )4

この方法は，水生生物中で，指標生物を取り決め，検出

した生物のうち優占種“●”と検出種“○”に点数をつ

け，この合計値の中で最も点数の高かった区分がこの水

質に当てられている．

ＩＢＩ値（ ）(3) Index of Biological Integrity

表 ＩＢＩのメトリックと評価区分1

米国で 年にＫ により開発された，水生生物を1981 arr

生物指標に用い，河川の健全度や人為的な影響の度合い

を総合的に評価する手法である．この方法は，総種類数

評価区分
１点 ３点 ５点

Ⅰ 総種類数 ０～10 11～15 16≧
Ⅱ カゲロウの種類数 ０～1 ２～3 ４≧
Ⅲ カワゲラの種類数 0 ー １≧
Ⅳ トビケラの種類数 0 １～２ ３≧
Ⅴ 貧毛類の個体数の割合 ≧23.4 23.3～2.2 2.1～0（%）
Ⅵ 汚濁に耐えない種の種類数 0 １～3 ４≧
Ⅶ 汚濁に耐える種の個体数の割合 ≧51.9 51.8～6.1 ６～0（%）
Ⅷ 優先種の個体数の割合 ≧60.7 60.6～36.7 36.6～0（%）
Ⅸ 上位３つの優先種の個体数の割合 ≧91.3 91.2～73.1 73.0～0（%）

区分 項目
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や指標となる生物の種類数等をⅠ～Ⅸの 項目について9

それぞれに で採点し，この合計値で評価するもので，1,3,5

点に近いほど で水域は生物に多様性があ45 EX(excellent)

り， 点に近いほど で水域は生物の多様性9 VP(Very poor)

EX(excellent):45 38 G(Good):37が乏しことを表す． ～ 点；

31 F(Fair :30 24 P(Poor):23 17 VP(Very～ 点； ） ～ 点； ～ 点；

～ 点poor):16 9

） 河口域の評価3
）（1） DI値（Diversity index

の多様性指数で生物群集の多様度をあらわし数Shannon

値化したものである．きれいな水質であるほど生物の種類数は

増え多様性も増し，多様度が大きい値になる．清水域は3以上，

中汚染水域は1～3，汚染水域1以下となる．次式に示す．

Ｐ Ｐ Ｐ ： 番目の種の割合DI = -Σ i×log i i i2

Ⅲ 結果

1．淡水域の調査結果

1） 各地点の底生動物出現状況

淡水域の調査結果を表 ，表 に示す．9 10

(1) 4月

最上流域の大野橋では 種が認められ，シロハラコカ41

ゲロウ，カミムラカワゲラ属が多く検出された．中ノ島

公園では 種が認められ，クロマダラカゲロウアカマ52 ,

ダラカゲロウ ウルマーシマトビケラが多く検出された．,

中流域の荻原橋では 種が認められウルマーシマトビケ26

ラ，ユスリカ科（腹鰓なし）が多く検出された．現人橋

では 種，警弥郷橋では 種が認められ，ユスリカ科（腹7 7

鰓なし）が最も多く検出された．下流域の番托堰下では

種が認められ，コガタシマトビケラ属，ユスリカ科8

（腹鰓なし）が最も多く検出された．

(2) 10月

上流域の大野橋では 種が認められエルモンヒラタカ27

ゲロウが多く検出された．中ノ島公園では 種が認めら33

れニッポンヨコエビが最も多く検出された．中流域の荻

原橋では 種が認められエルモンヒラタカゲロウ，ユス26

リカ科（腹鰓なし）が多く検出された．轟橋では 種が15

認められヒメドロムシ科が最も多く検出された．現人橋

では 種が認められた．警弥郷橋では 種が認められコ13 16

ガタシマトビケラ属が最も多く検出された．下流域の番

托堰下では 種が認められコガタシマトビケラ属が最も14

多く検出された．

2） 各地点の水質検査結果

淡水域の水質分析結果を表 に示す．2

４月の上流から中流域までの 値は ～ であり，BOD 1.0 1.8

BOD 4.1mg/L T-P 0.106mg/L下流域の番托堰下の 値は ， が

と他の地点より高濃度になっていた． 月の上流から下10

流域までの 値は ～ であった．BOD 0.7 2.5mg/L

2 (mg/L)表 淡水域の水質分析結果

2．河口域の調査結果

1) 各調査地点の底生動物出現状況

河口域の底生動物調査結果を表 に示す．11

表 河口域の底泥分析結果3

(1) ７月

上流側は 種，中流側では 種，そして下流側では 種6 4 5

が認められゴカイが最も多く検出された．

(2) 12月

上流側は 種，中流側は 種，そして下流側では 種が4 5 3

認められイトゴカイ科が最も多く検出された．

2） 各地点の底泥検査結果

河口域の底泥分析結果を表 に示す．3

月の下流側の が ，全窒素が ，7 COD 1.7mg/kg 123mg/kg

75mg/kg 12 COD 0.4mg/kg 8m全リンが で， 月は が ，全窒素

，全リン であった．g/kg 14mg/kg

3．底生動物による環境評価

1) 淡水域

(1) ＡＳＰＴ値

表 淡水域の 値4 ASPT

値の結果を表 に示す．ASPT 4

採水日 地点 ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

大野橋 7.9 10.4 1.3 2 0.47 0.011
中ノ島公園 7.2 10.4 1.6 6 0.61 0.013

4月15日 荻原橋 7.5 10.5 1.0 12 0.62 0.022
現人橋 9.0 11.9 1.8 7 0.77 0.029
警弥郷橋 8.5 11.5 1.5 6 0.71 0.024
番托堰下 9.3 10.4 4.1 12 0.68 0.106
大野橋 7.6 8.9 0.8 4 0.53 0.027
中ノ島公園 7.4 8.6 0.7 8 0.64 0.029

10月1日 荻原橋 7.5 8.6 0.7 12 0.72 0.045
轟橋 7.3 8.2 2.5 9 0.79 0.030
警弥郷橋 7.2 8.9 1.1 6 0.98 0.040
番托堰下 7.4 8.7 1.0 10 0.93 0.042

大野橋 144 18 8.00
中ノ島公園 178 23 7.74
荻原橋 90 12 7.50
現人橋 42 7 6.00
警弥郷橋 42 7 6.00
番托堰下 34 8 4.25
大野橋 125 16 7.81

中ノ島公園 143 19 7.53
荻原橋 125 17 7.35
轟橋 65 12 5.42
現人橋 74 12 6.17
警弥郷橋 71 13 5.46
番托堰下 49 11 4.45

10月

Si n ASPT値調査月 調査地点

4月

地点 含水率強熱減量 ＣＯＤ 硫化物 全窒素 全リン
(%) (%) (mg/g) (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg)

7月 上流 21.4 0.7 1.0 8 41 59
中流 22.7 0.7 0.9 12 73 91
下流 24.0 1.0 1.7 14 123 75

１2月 上流 19.8 0.5 0.6 8 18 15
中流 16.3 0.7 0.6 11 50 28
下流 22.7 0.5 0.4 14 8 14
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上流域の大野橋は ～ ，中ノ島公園 ～ で7.81 8.00 7.53 7.74

あった．中流域の荻原橋は ～ ，轟橋 ，現人7.35 7.50 5.42

橋 ～ ，警弥郷橋 ～ と轟橋で低下し，下流6.00 6.17 5.46 6.00

域の番托堰下は ～ と，ほぼ下流域に下るに連れ4.45 4.25

て次第に低下していた．

(2) 簡易水質測定調査法

簡易水質測定調査法の結果を表 に示す．5

上流域の大野橋，中ノ島公園，中流域の荻原橋は水質

階級Ⅰ「きれいな水」，轟橋は水質階級Ⅰ～Ⅲ「きれい

な水」と「きたな水」の間，現人橋はⅡ～Ⅲ「少しきた

ない水」と「きたな水」の間，警弥郷はⅡ「少しきたな

い水」，下流域の番托堰下は水質階級Ⅱ～Ⅲ「少しきた

ない水」と「きたな水」の間と評価された．

（3) ＩＢＩ値

Ｂ 値の結果を表 に示す．I I 6

上流域の大野橋は 点で ，中ノ島公園は45 EX(Excellent)

43 EX 43 41 EX 33点で ，中流域の荻原橋は ～ 点で ，轟橋は

点で ，現人橋は ～ 点で ）～ ，G(Good) 29 17 F(Fair P(Poor)

29 19 F P 21 1警弥郷橋は ～ 点で ～ ，下流域の番托堰下は ～

点で と評価された．9 P

2) 河口域

（1) 種類数とDI値

DI 7河口域の底質中の底生動物種別数と 値の結果を表

に示す． 月は上流側の種類数は 種で多様性指数 値7 6 DI

は ，中流側は 種で 値は ，下流側は 種で 値1.95 4 DI 0.95 5 DI

は であった． 月は上流側は 種で 値は ，中0.98 12 4 DI 1.34

流側は 種で 値は ，下流側は 種で 値は であ5 DI 0.95 3 DI 0.76

った．

Ⅳ 考察

上流域の大野橋と中ノ島公園とその 下流の荻原4.5km

橋の比較を行ったところ， 値法，簡易水質調査法ASPT

および 値法（以下 法という）による評価は大野橋とIBI 3

中ノ島公園と荻原橋の 地点は変わらなかった．生物種3

では大野橋と中ノ島公園はカワゲラ，トビケラ等汚濁に

耐えない種が多く出現し，荻原橋はカワゲラ，トビケラ

等の種類数および出現数が少なく，ユスリカ科（腹鰓な

し）が上流 地点より多く検出された．これはユスリカ2

科（腹鰓なし）を捕食する底生動物（カワゲラ等）が荻

原橋では少ないためと考えられる．そのカワゲラは上流

の中ノ島公園で種類数が 種～ 種，生物数が 匹～ 匹4 6 24 38

検出されたが荻原橋では 回とも 種， 匹のみであり，2 1 1

汚濁には特に弱い種であことから，荻原橋は山林からの

支流の流入があり清澄な環境ではあるが田畑や集落から

の流込がカワゲラに影響を及ぼす程度の汚染が一時期あ

表 淡水域の簡易水質測定調査結果5

表 淡水域の Ｂ 値6 I I

表 河口域の種類数と 値7 DI

り，羽化し，産卵，増殖できない環境と考えらる．また

荻原橋で検出されたカワゲラは上流から流下したものと

考えられる．

荻原橋と その下流の轟橋を比較したところ，轟橋2km

は 値および簡易水質測定調査法による水質評価はASPT

低下している．これは荻原橋でカワニナ，ナミウズムシ，

ニッポンヨコエビ，サワガニ等汚濁に耐えない種が検出

されたが，轟橋はその種は検出されず汚濁に耐える種で

あるチョウバエ，ヒル，ミズムシが検出されたためであ

る． 値も轟橋でカゲロウやトビケラ等出現種の減少IBI

により評価が低下している．荻原橋は山間部から下って

田畑の広らけはじめた地域で人的影響よる汚濁がまだ少

なく，轟橋付近は田畑が広がり住宅も点在している地域

で，田畑からの汚濁物質や住宅からの生活排水の影響を

受けているものと考えられる．

轟橋と 下流地点の現人橋と現人橋より 下流地1km 4km

3 ASPT点の警弥郷橋の中流 地点の比較を行ったところ，

値と簡易水質調査法による評価では有意差ない．しかし

値は 月と 月とも現人橋と警弥郷橋の評価は変わらIBI 4 10

ないが， 月の轟橋についてはカワゲラが検出されたこ10

とでやや高く評価される．この結果轟橋は生物による河

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
大野橋 5 1 2 7 1 Ⅰ
中ノ島公園 6 2 1 1 7 3 Ⅰ
荻原橋 3 1 2 5 1 Ⅰ
現人橋
警弥郷橋 1 1 1 2 1 Ⅱ
番托堰下 1 2 1 1 2 3 Ⅲ
大野橋 5 1 3 8 1 Ⅰ
中ノ島公園 7 2 2 9 2 Ⅰ
荻原橋 5 2 1 1 6 3 Ⅰ
轟橋 3 1 2 1 1 3 1 3 1 Ⅰ～Ⅲ
現人橋 2 1 1 2 2 Ⅱ～Ⅲ
警弥郷橋 2 2 2 4 2 Ⅱ
番托堰下 3 2 2 1 1 1 4 3 3 Ⅱ

調査地点
○●の数 ●の数 合計

評価

指標生物検出せず
4月

10月

調査月

調査
月 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

大野橋 5 5 5 5 5 5 5 5 5 45 EX
中ノ島公園 5 5 5 5 5 5 3 5 5 43 EX
荻原橋 5 5 5 5 5 3 3 5 5 41 EX
現人橋 1 3 1 1 3 3 1 1 3 17 P
警弥郷橋 1 3 1 3 5 3 1 1 1 19 P
番托堰下 1 3 1 3 5 3 1 1 1 19 P
大野橋 5 5 5 5 5 5 5 5 5 45 EX
中ノ島公園 5 5 5 5 5 5 3 5 5 43 EX
荻原橋 5 5 5 5 5 5 3 5 5 43 EX
轟橋 3 3 5 3 3 3 3 5 5 33 G
現人橋 3 5 1 3 3 3 1 5 5 29 F
警弥郷橋 5 5 1 3 3 3 1 3 5 29 F
番托堰下 3 3 1 3 5 1 1 1 3 21 P

評価値 評価

10月

区分
調査地点

4月

環形 軟体 節足 全種 環形 軟体 節足 全種
動物 動物 動物 類数 ＤI値 動物 動物 動物 類数 ＤI値
門 門 門 門 門 門

上流側 3 0 2 6 1.95 2 1 1 4 1.34
中流側 2 0 2 4 0.95 2 0 2 5 0.95
下流側 4 0 1 5 0.98 2 0 0 3 0.76

地点

７月 １２月
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川環境は ，現人橋と警弥郷橋は ～ となったものであG F P

る．

IBI 4 10 F現人橋と警弥郷橋の 値を見れば 月はＰ， 月は

と 月の評価は高くなっている．この原因は 月の調査10 4

時は少雨のため水量が少なく堰からの越流が少なく支流

からの影響を大きく受け，それぞれの地点が独自の底生

動物相を呈し，底生動物は棲息場所を狭めていたため，

種類数も少なく優占種が占める割合が高まり評価が低く

なったものと思われる． 月は台風等もあり水量も回復10

し，底生動物種も上流域から流れてきたものもあり種類

数が 月の調査時より多く優占種の占める割合も少なく4

なり評価が高くなったものと考えられる．

下流域の番托堰下はその上流の警弥郷橋と比較すれば

汚濁に耐えられない種の減少と耐ええる種の増加により

値，簡易水質調査法および の評価値はやや低下ASPT IBI

している．番托堰下は警弥郷橋よりさらに生活排水が流

入しているため汚濁していると考えられる．今回 月の4

値および 値が高かったのは 月の少雨と季節のBOD T-P 4

変わり目による生物の影響と考えられる．番托堰下は初

めての底生動物調査で過去との比較はできないが当所の

毎月検査でも 値は年々下がって来ており汚濁は進BOD

行していないと考えられる．

上流域から下流域まで那珂川の状況を 手法から推測3

すれば上流域の大野橋，中ノ島公園および中流域の荻原

橋は田畑や人的影響が少なく大半の支流は山間部から流

入しており清澄な環境と考えられる．中流域の轟橋，現

人橋および警弥郷橋付近は田畑と住宅が比較的多いため，

田畑の汚濁物質や生活排水が流入しているためやや汚濁

した環境と考えられる．下流域の番托堰下は住宅と田畑

が混在しており，生活排水や汚濁物質が流入しているた

め汚濁した環境と考えられる．

今回の調査と前回（ 年）および前々回（ 年）1999 1994

の調査との比較を 値（平均値）は図 ，簡易水質調ASPT 3

査法は表 ， 値（平均値）は図 に示す．8 IBI 4

上流域は評価に変化は見られず底生動物にとって環境

は優れていると考えられる．

中流域では荻原橋は 値と簡易水質調査法はほとASPT

んど変わらないが，カワゲラ等の汚濁に耐えない種の増

加や優占種の占める割合の減少により 値は 年 ，IBI 1994 (F)

年 ， 年 と年経過ごと評価値は高くなっ1999 (G) 2004 (EX)

てきており，多種の底生動物が棲息できる環境になって

きていると考えられる．

現人橋はヒル等汚濁に耐える底生動物が検出されたこ

とにより 値および簡易水質調査法の評価は低下しASPT

ているが， 値の評価ではほとんど変わっておらず，IBI

かぎられた底生動物のみの棲息環境と考えられる．警弥

図 値（ 年～ 年）3 ASPT 1994 2004

表 簡易水質調査法（ 年～ 年）8 1994 2004

図 値（ 年～ 年）4 IBI 1994 2004

郷橋は 法とも 年と 年の評価に大きな変化はな3 1999 2004

く，まだかぎられた底生動物のみの棲息環境と考えられ

る．

従来より底生動物調査を続けている市内唯一の調査地

点である警弥郷橋は上流の荻原橋と比較すると汚濁して

いると考えられ原因は田畑の汚濁物質や生活排水が水路

や側溝を経由しての流込によるものと考えられるが治水

や利便性だけに囚われず，流入負荷を下げるための浄化

機能を持つ水路や河川敷きに浄化施設の検討が必要なこ

とと思われる．

河口域では 月の調査結果と比較して 月の河口域の7 12

下流側でゴカイの減少が見られるが，底質中の熱灼減量，

，全窒素，全リン等の有機物も同様に減少しておCOD

1994り，このことが原因と考えられる．河口域の底質を

DI年の結果と比較すると，底生動物による多様性指数

値は上流側で高くなり，全地点での強熱減量， ，COD

硫化物量の値が低くなっている．これは年々那珂川の水

質は護岸の整備や橋の浚渫工事等による底質改善もおこ

なわれ有機質を多く含む泥成分の堆積量が少なくなり全

4

5

6

7

8

9

10

大野橋 中ノ島公園 荻原橋 現人橋 警弥郷橋

1994年

1999年

2004年

10

17

24

31

38

45

大野橋 中ノ島公園 荻原橋 現人橋 警弥郷橋

1994年

1999年

2004年

1994年 1999年 2004年
大野橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
中ノ島公園 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
荻原橋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ
現人橋 Ⅱ～Ⅲ Ⅰ Ⅱ～Ⅲ
警弥郷橋 Ⅲ Ⅱ Ⅱ
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体的に底質が砂化したためと考えられる．

Ⅴ ま と め

ASPT IBI淡水域について 値法，簡易水質調査法および

値法の 方法による評価を行った．上流域から中流域は3

荻原橋までは「きれいな水」で河川環境は と評価さEX

れた．中流域の轟橋，現人橋および警弥郷橋は 値ASPT

法，簡易水質調査法では 地点とも概ね「少しきたない3

水」と評価されたが， 法では轟橋の河川環境は とIBI G

評価され，現人橋および警弥郷橋の河川環境は ～ とF P

ASPT評価された．また下流域の番托堰下は汚濁が進み

値法，簡易水質調査法では「少しきたない水」から「き

たない水」， 法での河川環境は となった．IBI P

値法は科までの分類で出てきた総数は必要がなASPT

く，また簡易水質調査法は指標種と多く出現した 種を2

知れば評価できる簡易な方法であるが， 法は種の同IBI

定と総数および汚濁に耐える種かどうか等時間と専門的

な知識が必要である．しかし， 値法と簡易水質調ASPT

査法は偶然検出された種により評価に大きく影響出る可

能性があるが， 法は検出された底生動物全体から評IBI

価する方法であるため偶然に検出される種により評価が

影響されることは少ないと考えられる．今回の調査で多

少中流域において 値と簡易水質調査の方法と 法ASPT IBI

とは評価に違いが見られたが，偶然出てきた指標種の影

響や，水質汚濁の生物指標としての評価と多様性や生態

系を取り入れた評価との違いによるものと考えられる．

今後は河川環境の総合評価が求められるため 法等IBI

による河川環境の評価と底生動物の動向を目的とした調

査を行いたい．

次に，河口域の底生動物の減少は底質中の熱灼減量，

，全窒素，全リン等の有機物質等も同様に減少しCOD

ており底質が泥質から砂質へ変わったことによると考え

られ，次回の調査では年々那珂川の が下がっていBOD

る結果が河口域の底質および底生動物にどのような影響

を受けているか底生動物調査をする必要があると考えら

れる．
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表 年 月那珂川淡水域の底生動物9 2004 4

              種 　            名   大野橋 中ノ島公園  荻原橋 　現人橋 　警弥郷橋 番托堰下

ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ａmeletus montanus 1 8 6

ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Sphilonurus binotatus 1 1

ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Ｉsonychia japonica 3 4 1

ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus uenoi 10 8 10 2

ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus ikanonis 5 1

ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus latifolium 12 5 38 39 29 11

ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus curvatulus 1 1 1 1

ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus tobiironis

ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus yoshidae 4 7

ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus kibunensis 6 10 1

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｅpeorus sp. 3 2 1 2

ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｅcdyonurus sp. 1 1 2 2 1

ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｒhithrogena sp. 16 5 2 1

Ｅｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.E 3 1 1

Ｈｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.H 1 1 3

Ｆｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.F 2 1

Ｄｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.D 2

ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis yosinoensis 1 3 5 3

ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sahoensis 1

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis thermicus 19 13 14 14 7 4 1

ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Ｐseudocloeon japonicum 1 2 7 14 19 2

ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella denticula 2 1 6 2 2

ﾌﾀﾏﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella bifurcata 1 1

ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella cryptomeria 5 2 7 20 6 3

ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella okumai 2 1 8 3 2

ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella nigra 1 1 24 85 1

ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella basalis 1 1

ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella setigera 1 1

ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella rufa 1 24 78 26 17

ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｔorleya japonica 7 7
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Ｐotamanthus kamonis 1

ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ｅphemera japonica 2 1 2 2

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Ｏnychogomphus viridicostus 1 1 1 3
ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Ａmphinemura sp. 6 4 2 7

ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura sp. 1 1

ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属 Stavsolus sp. 1

ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Ｋamimuria sp. 6 17 3 8

ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Ｏyamia lugbris 4 3 5 1

ｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ属 Paragnetina sp. 1 1 10

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Ｐrotohermes grandis 2 3 3 3

ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Ｓtenopsyche marmorata 1 1

ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈydropsyche olientalis 4 4 38 91 78 31

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｃheumatopsyche sp. 5 54 12 5 34 35 30 371

ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophils　yamanaKensi 2 7 3

ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophila nigrocephala 1 5 9 9 8

ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophila kawamurai 1

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｒhyacophila sp. 1 1 3

ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophila brevicephala 1 1 12 14

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｇlossosoma sp. 13 3 7 4

ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Ａpatania sp. 2

ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Ｇeorodae japonicus 1 1

ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Ｅlimidae 1

ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Ａntocha spp. 1 3 4 8 35 38 3
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ＴＣ Ｔipula sp.ＴＣ 2 1 1 1

ﾕｽﾘｶ科(腹鰓なし) Ｃhironomidae 2 3 8 13 84 23 15 15 728 309 76 117

ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Ｓuragina caerulescens 1

ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Ｐsychodidae 1

ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae 1

ﾄｹﾞﾅﾍﾞﾌﾞﾀﾑｼ Aphelocheirus nawae 1

ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Ｇammarus nipponensis 5 4 6 26 2

ﾐｽﾞﾑｼ Ａsellus hilgendorfii 15 26

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Ｄugesia japonica 1

ﾋﾙ類 ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ 2 1 1 2

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Ｎaididae 6 1

ｶﾜﾆﾅ Ｓemisulcospira bensoni 1 7 1
ﾏｼｼﾞﾐ Ｃorbicula leana 1 1

総  個  体  数 138 110 260 571 299 119 24 17 802 387 123 524
種    類    数 41 52 26 7 7 8
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表 年 月那珂川淡水域の底生動物10 2004 10

              種 　            名   大野橋 中ノ島公園  荻原橋 　現人橋 　警弥郷橋 番托堰下
ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ａmeletus montanus 1
ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Ｉsonychia japonica 1 2
ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus uenoi 1 3
ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｅpeorus sp. 1
ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus latifolium 5 4 10 21 5 6 1
ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus ikanonis 1 1
ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus curvatulus 3 5 1
ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus tobiironis
ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus yoshidae 1 2 1 5 1 1
ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus kibunensis 2 1
ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｅcdyonurus spp. 2 1 1 1
ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属の1種 Ｒhithrogena sp. 3 2
Ｅｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.E 1
Ｈｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.H 1 3
Ｊｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.J 3 1 2
Ｆｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.F 3 1
Ｄｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.D 1
ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis thermics 3 4 2 1 1 2 1 1
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Ｐseudocloeon japonica 2 5 1
ｺｶｹﾞﾛｳ属 Ｂaetis sp. 1
ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Ｃhoroterpes trihurcata 1 1
ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella cryptomeria 3
ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella setigera 1 9 13 2 1 1 1 1 1
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella rufa 5 4 1 3 1 1 2
ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属の１種 Ｅphemerella sp.１ 1
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Ｐotamanthus kamonis 4 2 1
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ｅphemera setrigata 2
ｺｵﾆﾔﾝﾏ Ｓieboldius albardae 1
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Ｏnychogomphus viridicostus 1 1 1
ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Ｓtylogomphus suzukii 1
ﾎｿｱｶﾄﾝﾎﾞ Agrionoptera insignis 1 1
ｱｵｻﾅｴ Ｎihonogomphus viridis 1 1
ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Ｎeoperla sp. 1 4 1 1
ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Ｋamimuria sp. 3 2 6 6
ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Ｏyamia gibba 1 3 3 3
ｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ属 Paragnetina sp. 1
ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Ｐrotohermes grandis 1 1 2 6 1
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Ｓtenopsyche marmorata 1
ﾑﾈｶｸﾄﾋﾞｹﾗ Ｅconomus tenellus 1
ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｄolophilodes sp. DC 1 4
ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈydropsyche setensis 1
ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈydropsyche olientalis 1 3 8 14 1 1
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｃheumatopsyche sp. 11 5 2 3 1 1 24 15 22 109
ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophila nigrocephala 4
ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｇlossosoma spp. 2 6
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Ｇeora japonica 3
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 Ｍataeopsephus sp. 1 9
ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 Zaitzevia　sp. 1 1
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Ｅlimidae 5 1 4 1 6
ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ Ｌuciola lateralis 1
ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Ａntocha spp. 4 1 1
ﾌﾞﾕ科 Ｓimuliidae 1 4 1
ﾕｽﾘｶ科(腹鰓なし) Ｃhironomidae 3 2 1 1 10 3 2 5 3 5
ﾁｮｳﾊﾞｴ科 Ｐsychodidae 1
ﾅﾍﾞﾌﾞﾀﾑｼ Ａphelocheirus vittatus 1
ﾇﾏｴﾋﾞ Paratya sp. 1
ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Ｇammarus nipponensis 4 4 48 18 2
ﾐｽﾞﾑｼ Ａsellus hilgendorfii 1 1 1 1
ｻﾜｶﾞﾆ Ｇeothelphusa dehaanii 2 3 1 1
ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ Ｐrocambarus clarkii 1
ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Ｄugesia japonica 1 1
ﾋﾙ類 ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ 1 2 2 3
新貧毛目 Neoligochaeta 1
ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Ｎaididae 1 1 1 2 1 3 4
ｶﾜﾆﾅ Ｓemisulcospira bensoni 1 1 1 2 1
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Ｒadix auricularia japonica 2
ｻｶﾏｷｶﾞｲ Ｐhysa fontinalis 2 1
ﾏｼｼﾞﾐ Ｃorbicula leana 1 1 2 2

総  個  体  数 49 50 124 123 26 49 13 11 15 6 47 35 38 120
種    類    数 27 33 26 15 13 16 14

轟橋
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淡水域採取地点

図 上流域の大野橋（上流側から撮影） 図 上流域の中ノ島公園（下流側から撮影）5 6

図 中流域の荻原橋（上流側から撮影） 図 中流域の轟橋 （下流側から撮影）7 8

図 中流域の現人橋（下流側から撮影） 図 中流域の警弥郷橋（上流側から撮影）9 10

7月 30日 12月 13日
種                           名 上 　流 中 　流 下 　流 上 　流 中 　流 下 　流

線 虫 類 ＮＥＭ ＡＴＯＤＡ 1 1 3
ｺﾞｶｲ Neanthes japonica 7 13 16 14 41 53 6 2 17 8 9 5
ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ Prionospio japonica 1 1 1
ｲﾄｺﾞｶｲ科 類 Capitellidae 17 8 14 17 9 4 26 83 40 34 51
ｹﾝﾐｼﾞﾝｺ類 ＣＯＰＥＰＯＤＡ 1
ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ Anatanais normani　 2
ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 Corophium  sp. 1
ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica 8 6 1 1 5 2 2
ﾏｼｼﾞﾐ Corbiculina　leana 1
ﾕｽﾘｶ(腹 鰓 な し）Ｃhironomidae 3
　　　 　 総   個   体   数 50 59 124 45 155 102
　　　    種      類      数 　 6 4 5 4 5 3
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河口域採取地点

図 下流域の番托堰下（右岸側から撮影） 図 河口域上流側百年橋（下流側から撮影）11 12

図 河口域中流側住吉橋（下流側から撮影） 図 河口域下流側西大橋（下流側から撮影）13 14
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